
【
報

告
】

垂
水
島
津
家
墓
所
を
清
掃

―
垂
水
市
文
化
協
会
と
と
も
に
―

令
和
２
年
１
１
月
６
日
（
土
）
、
国
指
定
文
化
財
の
「
垂
水
島
津
家
墓
所
」

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
垂
水
市
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
約

２
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
り
、
大
雨
で
裏
山
が
崩
れ

た
上
段
部
分
を
除
き
、
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

部
は
「
殿
様
水
」
や
「
第
６
垂

水
丸
慰
霊
碑
」
前
へ
も
出
か
け

て
、
草
払
い
を
行
い
ま
し
た
。

垂
水
麓
の
お
長
屋
と
と
も
に
、

歴
史
愛
好
家
の
方
々
が
た
く
さ

ん
垂
水
島
津
家
墓
所
を
訪
れ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。―

―
―
―
―
―
―
―

第
２
回
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

―
㏌
垂
水
探
訪
―

令
和
２
年
１
１
月
２
０
日
（
金
）
、
垂
水
市
包
括
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
―

の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
、
午
前
中
、
垂
水
麓
周
辺
を

訪
ね
て
歩
き
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
健
康
寿
命

を
延
ば
し
、
体
力
増
進

を
目
的
に
「
楽
し
く
」

歩
く
取
り
組
み
で
す
。

史
談
会
か
ら
瀬
角
が
地

域
の
説
明
者
と
し
て
参

加
。
お
長
屋
、
垂
水
島

津
家
墓
地
な
ど
を
経
て
、

約
２
，
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

し
た
。

第
３
７
回

垂
水
高
校

史
蹟
め
ぐ
り

令
和
２
年
１
１
月
１
３
日
（
金
）
、
垂
水
高
校
の
恒
例
の
「
史
蹟
め
ぐ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
史
蹟
め
ぐ
り
」
の
目
的
の
一
つ
に
は
「
地
元
の
先
人
た
ち
の

事
績
を
た
ど
る
こ

と
で
、
郷
土
に
つ

い
て
の
認
識
を
深

め
つ
つ
、
今
の
垂

水
市
、
今
の
自
分

が
存
在
す
る
意
味

や
こ
れ
か
ら
の
未

来
に
つ
い
て
考
え

る
」
と
あ
り
、
コ

ー
ス
は
３
つ
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

今
回
は
高
校
か

ら
新
城
方
面
に
む

け
て
約
２
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
歩
く
、

一
番
長
い
コ
ー
ス

で
し
た
。
全
学
年

の
生
徒
１
０
４
名

が
学
年
ご
と
に
進

ん
で
い
き
ま
す
が
、

先
生
方
は
コ
ー
ス

の
途
中
〳
〵
で
安

全
確
認
の
た
め
に

立
哨
を
し
て
い
ま

す
。史

談
会
か
ら
は

川
崎
あ
さ
子
、
山

田
義
之
、
そ
し
て

瀬
角
が
説
明
者
と

し
て
参
加
し
ま
し

た
。柊

原
貝
塚
、
震

洋
丸
基
地
跡
、
柊
原
公
民
館
で
の
お
ろ
ご
め
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
が
、

高
校
生
た
ち
が
少
し
で
も
郷
土
史
や
文
化
財
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―

【
研
究
ノ
ー
ト
】

瀬
角
龍
平

「
辨
才
天
」
扁
額

―
菅
原
神
社
蔵

垂
水
市
海
潟

海
潟
の
菅
原
神
社
（
天
神
）
所
蔵
の
木
製
（
樹
種
は
不
明
）
の
扁
額
で
あ
る
。
江
之
島

に
は
そ
の
昔
、
辨
才
天
の
社
が
あ
り
、
そ
の
鳥
居
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
社
は

そ
の
後
、
菅
原
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
扁
額
も
こ
の
時
に
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

扁
額
の
裏
に
は
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
、
垂
水
島
津
家
の
家
臣
・
八
木
諸
兵
衛
（
日



下
部
姓
）
撰
に
よ
り
、
垂
水
島
津
家
第
九
代
貴
儔
（
た
か
と
も
）
の
長
命
や
豊
漁
、
船
の

安
全
な
ど
を
祈
願
す
る
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

【
転
写
】

【
表
】

辨
才
天

登
龍
敬
書

印

印

【
裏
】

神
依
人
威
人
賴
神
安
巋
然
維
斯
孤
島

妙
音
靈
德
日
隆
東
北
之
江
西
南
之
海

漁
人
釣
綱
以
食
舩
客
來
往
就
安
不
茲

神
之
德
惠
兆
民
烏
得
安
逸
斯
掲
靈
號

以
答
神
佑
并
輝
無
窮
伏
冀

賢
君
及
公
子
公
孫
寶
命
靈
長
漁
者
樂

業
征
帆
無
恙

明
和
九
年
龍
舎
壬
辰
九
月

垂
城
舟
牧
日
下
部
親
慶
拜

八
木
諸
兵
衛

【
読
み
下
し
】

神
は
人
に

よ依
り
て

た
け威

く
、
人
は
神
に

よ賴
り
て
安
ん
ず
。

き巋
ぜ
ん然

た
る
か
な
、

こ維
れ

こ斯
の

こ

と

う

孤
島
の

み
ょ
う
お
ん

妙

音

の
靈
德
は
日
ご
と
に

た
か隆

く
、
東
北
の
江
に
、
西
南
の
海

に
人

ち
ょ
う
こ
う

釣

綱
し
て
以
て

く
ら食

ひ
、
舩
客
來
往
し
て

す
な
は

就

ち
安
ん
ず
。

こ茲
れ
神
の

と
く德

け
い惠

な
ら
ざ
れ
ば
、
兆
民

な
ん烏

ぞ
あ
ん
い
つ

安
逸
な
る
を
得
ん
や
。

こ斯
の

れ
い
ご
う

靈
號
を

か
か掲

げ
、
以

て
し
ん
ゆ
う

神
佑
に
答
へ
、

あ
は并

せ
て

む
き
ゅ
う

無
窮
に
輝
か
さ
ん
。
伏
し
て
賢
君
及
び
公
子
公
孫

の
ほ
う寶
め
い命

・
靈
長
、
漁
者
の
業
を
樂
し
み
、
征
帆
の

つ
つ
が

恙
な無

き
を

こ
い
ね
が

冀

ふ
。

明
和
九
年
龍
舎
壬
辰
九
月

す
い垂
じ
ょ
う

城
し
ゅ
う

舟
ぼ
く牧

、
日
下
部
親
慶
拜

八
木
諸
兵
衛

【
注
】

〇
登
龍
・
・
不
明
。
○
依
・
・
寄
り
添
う
こ
と
。
〇
威
・
・
猛
々
し
く
威
厳
が
あ
る
こ
と
。

〇
巋
然
・
・
高
く
け
わ
し
い
さ
ま
。
〇
孤
島
・
・
江
之
島
。
〇
妙
音
靈
德
・
・
弁
才
天
の

霊
妙
な
恩
徳
。
妙
音
天
は
弁
才
天
の
異
称
。
○
東
北
之
江
・
・
江
ノ
島
の
対
岸
か
ら
東
北

に
湾
曲
し
た
和
田
の
浦
。
○
西
南
之
海
・
・
西
南
に
広
が
る
錦
江
湾
の
海
。
○
釣
綱
・
・

魚
を
釣
り
、
網
で
と
ら
え
る
こ
と
。
綱
は
網
に
通
ず
る
。
〇
德
惠
・
・
め
ぐ
み
。
い
つ
く

し
み
。
〇
兆
民
・
・
多
く
の
民
。
万
民
。
〇
靈
號
・
・
尊
い
名
号
。
〇
神
佑
・
・
神
が
人
々

を
助
け
る
こ
と
。
◯
賢
君
・
・
垂
水
島
津
家
第
九
代
貴
儔
。
〇
寶
命
・
・
寶
は
天
子
や
領

主
等
に
関
す
る
こ
と
に
冠
し
て
い
う
敬
語
。
領
主
の
長
命
を
こ
と
ほ
ぐ
こ
と
。
〇
靈
長
・
・

幸
運
が
長
く
続
く
こ
と
。
◯
征
帆
・
・
遠
く
行
く
舟
。
旅
の
舟
。
◯
明
和
九
年
・
・
一
七

七
二
年
。
◯
龍
舎
・
・
歳
次
。
と
し
。
○
舟
牧
・
・
船
の
こ
と
を
取
り
扱
う
役
人
。
〇
諸

兵
衛
・
・
「
諸
」
の
部
分
が
判
り
づ
ら
い
が
、
『
垂
水
市
史
料
集
（
十
四
）
垂
水
の
諸
家

略
系
図
』
の
八
木
家
の
条
を
参
考
に
推
定
し
た
。

【
口
語
訳
】

神
は
人
々
に
よ
り
そ
う
こ
と
で
威
厳
が
備
わ
り
、
人
々
は
神
を
頼
り
に
す

る
こ
と
で
安
堵
す
る
も
の
で
あ
る
。

巋
然
と
し
て
い
る
こ
と
よ
。
ま
さ
に
こ
の
孤
島
（
江
之
島
）
の
弁
才
天
の

霊
妙
な
恩
徳
は
、
日
ご
と
に
高
く
、
そ
の
た
め
、
東
北
方
の
入
り
江
（
和
田

の
浦
）
や
、
西
南
方
の
海
（
錦
江
湾
）
に
お
い
て
、
漁
民
は
魚
を
釣
り
、
網

で
捕
え
て
暮
ら
し
、
船
客
は
海
を
往
来
す
る
の
に
、
安
心
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
神
の
慈
し
み
で
な
い
こ
と
に
は
、
人
々
は
ど
う
し
て
安
心
し
て
楽
し

む
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

こ
の
尊
い
（
辨
才
天
の
）
名
号
を
（
鳥
居
に
）
掲
げ
て
神
の
助
け
に
応
え

る
と
と
も
に
、
（
辨
才
天
の
名
を
）
永
遠
に
輝
か
そ
う
と
思
う
。

伏
し
て
賢
君
・
貴
儔
公
、
及
び
公
の
子
孫
の
方
々
の
ご
長
命
や
長
い
ご
幸

運
、
そ
し
て
漁
民
が
そ
の
業
を
樂
し
み
、
旅
ゆ
く
船
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―

【
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
】・
・
殿
様
水
（
と
の
さ
ま
み
ず
）

旧
垂
水
城
は
、
シ
ラ
ス
台
地
の
特
徴
を
生
か
し
た
南
九
州
の
典
型
的
な
山

城
で
、
国
道
２
２
０
号
線
の
北
迫
橋
バ
ス
停
か
ら
北
東
の
山
の
上
に
あ
り
ま

す
。

山
城
は
シ
ラ
ス
台
地
が
先

が
つ
き
出
た
形
の
、
見
通

し
の
良
い
場
所
（
野
首
と

い
い
ま
す
）
を
選
ん
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
垂
水
城
跡
の
西
側

の
麓
に
は
き
れ
い
な
水
が

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
、『
殿
様
水
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
名
称
の
謂
わ
れ
は
判

り
ま
せ
ん
が
、
垂
水
城
の
殿
様
が
飲
ん
だ
か
の
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昔

か
ら
道
行
く
人
々
や
野
山
を
駆
け
巡

る
悪
童
た
ち
の
の
ど
を
う
る
お
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

『
垂
水
市
史
上
巻
』
や
「
ふ
る
さ
と

の
歴
史
垂
水
編
』
（
中
島
信
夫
著
）
に

よ
る
と
「
垂
水
城
の
シ
ラ
ス
の
崖
下
か

ら
は
、
清
水
が
湧
き
出
し
て
来
る
の
で
、

こ
の
出
水
に
ち
な
ん
で
、「
垂
る
る
水
」

か
ら
「
垂
水
」
と
い
う
地
名
が
起
こ
っ

た
と
い
わ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
た
る
み
ず
春
秋
―

寂
し
さ
の
太
ら
ぬ
う
ち
に
落
葉
焚
く

森
早
也
子

冬
は
厄
介
だ
。
油
断
を
す
る
と
、
寒
風
と
一
緒
に
寂
し
さ
が
す
る
り
と
心

に
忍
び
込
ん
で
し
ま
う
。

そ
し
て
寂
し
さ
は
映
画
を
観
て
も
買
い
物
を
し
て
も
、
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん

で
い
く
。
だ
か
ら
冬
の
兆
し
が
見
え
る
と
焚
火
を
す
る
に
限
る
の
だ
。

庭
の
落
ち
葉
を
掃
き
寄
せ
て
火
を
つ
け
る
。
炎
に
手
を
か
ざ
す
と
、
ほ
の

か
な
温
も
り
が
、
手
の
ひ
ら
か
ら
心
の
中
に
充
満
し
て
い
く
。

（
文
章
：
瀬
角
龍
平
）


